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　 1． PSA Gray zone症例におけるBMIと癌検出率に
ついての検討
関田信之（済生会習志野）
　PSA Gray zone症例における前立腺癌検出率とBMI
との関係について検討を行った。2005年から2007年に
当院で経直腸的前立腺生検を施行したPSA4.1～10.0ng/
dlであった305例を対象とした。検討項目は年齢，前立
腺重量，BMIとした。年齢中央値は70歳，BMIの中央
値は23.4㎏/㎡，127例が前立腺癌と診断された。BMI
により症例を 3群（＜22，22～25，＞25）に分類し検
討したが，癌検出率に有意差は認められなかった。ま
た多変量解析結果においてもBMIは癌検出に寄与する
因子とはならなかった。
　 2． 当院におけるTVM手術・TOT手術の初期経験
池田良一（厚生中央）
　骨盤臓器脱に対するTVM手術と腹圧性尿失禁に対す
るTOT手術は，近年本邦でも広く行われるようになり
良好な成績が報告されている。当院では2007年10月か
らこれらの手術を開始した。TVM手術は 6例施行した。
全例で骨盤臓器脱は消失し，メッシュびらんや膀胱損
傷などの合併症があった。TOT手術は 3例施行した。
全例で尿失禁は消失し，合併症はなかった。TVM手術
導入初期は合併症に注意を要すると思われた。
　 3． 当院における上部尿路結石の長期治療成績
金　宇鎮（千大）
　2006年に千葉大学附属病院泌尿器科外来を受診した
結石患者で，シスチン尿症，遠位尿細管アシドーシス，
上皮小体機能亢進症などの明らかな原因疾患を有さな
い159例のうち，破砕術で完全排石した89例を対象とし，
食事，飲水などの結石再発予防指導の有効性につき検
討した。 5年，10年，15年の非再発率は各々 90.6％，
80.2％，65.8％であった。長期にわたる再発予防の取り
組みは重要であると思われた。
　 4． 非対称multi-length ureteral stentの使用経験
新保正貴，江村正博，網谷兆康
佐々木真，島　敬之，鈴木規之
田中方士，冨岡　進，村上信乃
中津裕臣　　　　　（旭中央）
　【目的】腎盂側をシングルループとした非対称multi-
length ureteral stentを発注し，問題点を検討した。
　【対象と結果】2005年使用の237症例のうち長期観察
できた114例を検討。腎盂外偏位 5例（4.4％）などを認
めたが，形状に伴う合併症は認めなかった。
　【結果】尿管ステントは必須の医療材料であるが，
様々な種類のものが存在する。新型非対称multi-length
ステントは従来の問題を解決するひとつの有効な方法
と考えられた。
　 5． 高分化型脂肪肉腫の 1例
佐塚智和（千大）
　61歳男性。1999年左後腹膜脂肪肉腫術後。2007年
7月の造影CTで左腸腰筋に脂肪と同濃度の多発する
腫瘤を認めた。他に画像上転移なく，12月，左後腹
膜脂肪肉腫局所再発の診断で開腹腫瘤切除を施行し
た。病理所見はLiposarcoma well differentiated type, 
recurrenceと診断された。術後，微小な腫瘤に対して
は切除ができていない可能性や，筋組織への浸潤も認
められたため補助療法として放射線照射を施行した。
　 6． 膀胱小細胞癌の 2例
深沢　賢，布施美樹，武田英男　　
佐藤信夫（船橋市立医療センター）
　症例 1は59歳男性でＨ13年 7/22根治的膀胱摘除回腸道
管造設術施行，病理は神経内分泌癌で術後MVAC療法
を 2コース施行した。症例 2は76歳男性でＨ19年 2/14根
治的膀胱摘除回腸導管造設術施行，病理は小細胞癌。術
後CPT-11＋CDDP療法を施行した。 2症例とも術後再
発なく生存中である。膀胱小細胞癌は頻度が稀で予後不
良との報告がある。若干の文献的考察を加え報告する。
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　 7． 放射線照射で消失した尿膜管癌の 1例
石引雄二（深谷赤十字）
　症例は80歳女性。2004年 1月血尿。2005年 1月15日
初診。膀胱鏡は頂部に単発， 5㎝大の非乳頭状広基性
腫瘍。MRIは膀胱の正中前上壁に腫瘤，腹膜浸潤あ
り。 1月27日膀胱生検で，病理は高分化型腺癌。手術
希望なく，臍・尿膜管と膀胱部に放射線を計60Gy照射。
2006年 7月 5日腹部MRIで尿膜管と膀胱頂部の腫瘍は
消失したが，2007年 9月24日突然死した。これまで尿
膜管癌が放射線療法で消失した報告はなかった。
　 8． 実験動物モデルを用いたセンダイウイルスベク
ター併用樹状細胞療法の検討
小丸　淳（千大）
　センダイウイルスベクター（SeV）は，発現効率が
極めて高く安全性も極めて高い。樹状細胞（dendritic 
cells: DC）療法において，現状ではDCの活性化が不十
分であり，そのポテンシャルを十分に引き出せていな
い。マウスモデルにおいてSeVが未熟DCに高い感染力
を示し，感染成立と共にDCを強力に活性化することが
わかってきた。実験動物担癌モデルを用いSeV併用樹
状細胞療法の検討を行った。
